
皆実小学校だより

昨年は、５月の中旬によく雨が降り、児童も校舎内で過ごすことが多かったのですが、

今年は降雨が少なく、これからの梅雨しだいでは、この冬に雪が降らなかったことから、

水不足が心配されます。梅雨は、うっとうしいと思いがちですが、今年はぜひたくさん

雨が降ってほしいものです。雨の日の休日の過ごし方もご家庭で考えてみてください。

学校の生活目標も次のように「雨の日の遊びを考えよう。」です。

６月の努力目標

生活目標…雨の日の遊びを考えよう。

保健指導…歯を大切にしよう。

安全目標…雨の日の安全に心がけよう。

給食目標…身の回りを清潔にしよう。

「子ども安全の日」を「さわやかあいさつの日」に

年々児童があいさつをしなくなった、またはあいさつが下手になったとよく言われま

す。それは学校も家庭もあいさつの指導をしなくなったからという方もいらっしゃいま

すが、家庭と学校の往復だけで、あいさつをする機会が減ったからとも考えられます。

もし、そうであるならば、児童にあいさつが必要な場面であることを気づかせること、

またはあいさつの必要な機会を増やすことがひとつの方法です。そして自らあいさつを

する気持ちが大切だろうと思います。

児童会活動を運営している計画委員会では、皆実小学校を笑顔いっぱいの学校にする

ために全校であいさつ運動をすすめていくことになりました。毎月２２日の登校時、計

画委員の児童が正門と南門に立ち、みんなにあいさつをしていくことにしています。こ

の日は各学級では目標を決め、翌日振りかえさせるよう考えています。

これまで毎月２２日は広島市のさだめた名称「子ども安全の日」をそのまま使って、

学年毎の一斉下校や防犯ブザーの点検などを行ってきましたが、これに加えて、６月よ

り「さわやかあいさつの日」という名称にして、「皆実小安心ネットワーク」のボラン

ティアの方にも積極的にあいさつできるよう取り組んでいきたいと考えています。

平成１９年６月号

皆実小学校の５月 ～異学年交流を進めています～皆実小学校の５月 ～異学年交流を進めています～
５月２日は、例年のように６年生と１年生が手をつないで比治山に遠足に行きましたが、今

年度より「たてわり朝会」を設けて、９６の「皆実っ子グループ（縦割り班）」で活動することによ

り、全学年の交流が深まるように進めています。１回目は、５月２２日に、各グループとも５・６

年生が考えたゲームや遊びなどで短い朝の時間ですが、交流しました。次回は７月３日の予

定です。

遠足出発前、初めての顔合 グループによって５・６年生が考えてきたゲームが違うので、

わせ。1・6年とも緊張気味。 様々な遊びが行われていました。

皆実小学校の５月皆実小学校の５月 ～スポーツテストと不審者侵入避難訓練～～スポーツテストと不審者侵入避難訓練～

昨年から全学年で行っています。 南署の方に来てもらってお話もうかがいました。

新しく就任された先生の紹介

先月号でお伝えしておりました３・４年生の算数の複数指導が５月 15 日より始まり
ました。また、そのほか新しく来られた先生を紹介します。

３年ＴＴ非常勤講師 細田 佳那

４年ＴＴ非常勤講師 佐々木 隆宏

ふれあい活動推進委員 田口 和雅 （毎週月曜日活動）

学生ボランティア 山田 祐史 （毎週金曜日活動）



お知らせ
＊ 日差しが強くなってきました。登下校の際は、帽子をかぶるなど工夫をしてあげて

ください。また、これまでは水泳指導の開始とともに水筒によるお茶を持参してよい

ことにしてきましたが、水泳指導開始が遅くなったことや温暖化の影響などを考慮し、

水分補給の必要性から、今年度より水泳指導開始～終了にかかわらず、必要に応じて

水筒を持参してよいことにしました。昨年までと同様、衛生上の観点から、直接口を

付けるペットボトルやストローの付いたものなどはご遠慮ください。また、水筒は毎

日必ず洗浄するようにしてください。なお、学校の水道は、定期的に検査を受けてお

り、安全であるとの報告を受けています。

＊ プールの季節が近づいてきました。６月１５日（金）晴天時はプール清掃を行いま

す。その際は、４・５年生は５校時後に下校させ、職員と６年生で行います。雨天の

場合は、１８日（月）に行い、６年生は６校時となります。

＊ 梅雨入りが近づいてきました。本校では、警報発表時の対応を、以下のように決めてお

ります。ご理解とご協力をお願いします。

台風接近時における気象警報発表時の対応

① 登校前の場合

台風接近時における「暴風」「大雨」「洪水」のいずれかの警報が、広島・呉地方に

午前６時の時点で発表されているときは「自宅待機」、午前７時の時点までに警報が解

除されていない場合は「臨時休業」（休校）となります。その際は、テレビなどでの情

報にて家庭で判断いただき、電話緊急連絡網は使用しません。（臨時休業などになって

いる場合に児童が登校してきた際は、②として保護者に連絡を図ります。）

② 学校管理下の場合

しばらく、学校に留め、学校で状況を見極め「早退」させるか「下校を遅くする」などの対応

を決め、保護者に連絡や依頼をします。

その他の気象警報発表時の対応

③ 登校前の場合

台風を伴わない「暴風」「大雨」「洪水」その他のいずれかの警報が、広島・呉地方

に午前７時の時点で発表されているときは、天候の状況や学区の様子を見て、通常通

りの登校が可能かを判断し、「自宅待機」「始業時間繰り下げ」「臨時休業」など通常と

違う対応を保護者にお願いする時には、電話緊急連絡網でお知らせします。

④ 学校管理下の場合

天候の状況や学区の様子を見て、通常通り授業を続行できるかを判断し、「終業時間

を切り上げ早めに下校」「終業後でも下校を遅らせる」など通常と違う対応を保護者に

お願いする時には、電話緊急連絡網でお知らせします。


